
講義科目名称： 成人看護学援助論Ⅰ

英文科目名称： Advanced Adult Health Nursing Ⅰ

研究・CNS：MC5023／助産：MmC5023科目ナンバー： 6630500200授業コード：

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分

担当教員

通年 1・2学年 2単位 選択

◎髙栁智子、小林綾子

添付ファイル

授業種類

　通年　　　　30時間
　　【開講】　　【授業時間】

【氏名】　　　【所属】　　　　　 　【研究室】 　　【メールアドレス】
◎髙栁 智子　　新潟県立看護大学 　　　203　　　　　takatomo@niigata-cn.ac.jp
  小林 綾子    新潟県立看護大学       205          otsuka@niigata-cn.ac.jp

【担当教員】

専門分野
【本学の科目区分】

      【ＤＰ１】【ＤＰ２】【ＤＰ３】【ＤＰ４】【ＤＰ５】
研究　　　◎        ○　　　　〇　　　　○　　　　〇
CNS
助産

到達目標 1.　健康障害をきたした成人期にある人々とその家族への看護に関する研究の動向と課題を述べることができ
る。
2.　健康障害をきたした成人期にある人々とその家族への看護に関する研究論文の批判的吟味を通して、看護
実践への適用を述べることができる。
3.　成人看護学関心領域における様々な研究手法とその適用を述べることができる。

授業概要 健康障害をきたした成人期にある人々とその家族への看護に関する研究の動向と課題を文献講読により概観す
る。また、文献クリティークを通して、各種の研究手法について学びを深め自身の研究を構想するための基礎
的知識を修得するとともに、看護実践への適用に向けた看護研究のプロセスを探究する。

授業計画 1 授業内容
授業形態 : 講義
学修課題 : オリエンテーション
学修内容 : 学習の進め方、文献検索・文献クリティークの方法
事前学修：文献検索・文献クリティークに関する看護学研究法での学修内容を復習しておく
事後学修：理解が不十分であった内容を関連文献で補足しておく
備考 :　髙栁　小林

2 授業内容
授業形態 : プレゼンテーション・討議
学修課題 : 関心テーマの探求
学修内容 : 関心テーマの表明とその研究的意義、研究動向と課題の把握に向けた計画
事前学修：学修内容をまとめ、プレゼンテーションできるよう準備しておく
事後学修：討議内容を参考に「関心テーマの表明とその研究的意義、研究動向と課題の把握に向
けた計画」の修正を図る
備考 :　髙栁　小林

3 授業内容
授業形態 : 講義・討議
学修課題 : 成人看護学における研究手法とその適用1
学修内容 : 質的研究デザインとアプローチ方法
事前学修：授業で取り上げる学修内容 について、看護学研究法での学修内容や関連文献を用いて
プレゼンテーションできるよう準備しておく
事後学修：討議内容を参考に自己の学修課題を整理しておく
備考 :　髙栁

4 授業内容
授業形態 : プレゼンテーション・討議
学修課題 : 成人看護学における研究手法とその適用2
学修内容 : 量的研究デザインとアプローチ方法
事前学修：授業で取り上げる学修内容 について、看護学研究法での学修内容や関連文献を用いて
プレゼンテーションできるよう準備しておく
事後学修：討議内容を参考に自己の学修課題を整理しておく
備考 :　髙栁

5 授業内容
授業形態 : プレゼンテーション・討議
学修課題 : 成人看護学における研究手法とその適用3
学修内容 : データの厳密性の確保①信頼性
事前学修：授業で取り上げる学修内容 について、看護学研究法での学修内容や関連文献を用いて
プレゼンテーションできるよう準備しておく
事後学修：討議内容を参考に自己の学修課題を整理しておく
備考 :　髙栁



授業形態 : プレゼンテーション・討議
学修課題 : 成人看護学における研究手法とその適用3
学修内容 : データの厳密性の確保①信頼性
事前学修：授業で取り上げる学修内容 について、看護学研究法での学修内容や関連文献を用いて
プレゼンテーションできるよう準備しておく
事後学修：討議内容を参考に自己の学修課題を整理しておく
備考 :　髙栁

6 授業内容
授業形態 : プレゼンテーション・討議
学修課題 : 成人看護学における研究手法とその適用4
学修内容 : データの厳密性の評価②妥当性
事前学修：授業で取り上げる学修内容 について、看護学研究法での学修内容や関連文献を用いて
プレゼンテーションできるよう準備しておく
事後学修：討議内容を参考に自己の学修課題を整理しておく
備考 :　髙栁

7 授業内容
授業形態 : プレゼンテーション・討議
学修課題 : 成人看護学における研究手法とその適用6
学修内容 : データ収集方法(質問紙法)
事前学修：授業で取り上げる学修内容 について、看護学研究法での学修内容や関連文献を用いて
プレゼンテーションできるよう準備しておく
事後学修：討議内容を参考に自己の学修課題を整理しておく
備考 :　髙栁

8 授業内容
授業形態 : プレゼンテーション・討議
学修課題 : 成人看護学における研究手法とその適用7
学修内容 : データ収集方法(インタビュー法)
事前学修：授業で取り上げる学修内容 について、看護学研究法での学修内容や関連文献を用いて
プレゼンテーションできるよう準備しておく
事後学修：討議内容を参考に自己の学修課題を整理しておく
備考 :　髙栁

9 授業内容
授業形態 : プレゼンテーション・討議
学修課題 : 成人看護学における研究手法とその適用8
学修内容 : データ収集方法(観察法、生理生物学測定法)
事前学修：授業で取り上げる学修内容 について、看護学研究法での学修内容や関連文献を用いて
プレゼンテーションできるよう準備しておく
事後学修：討議内容を参考に自己の学修課題を整理しておく
備考 :　髙栁

10 授業内容
授業形態 : 講義・討議
学修課題 : 成人看護学における研究論文の批判的検討1
学修内容 : 研究論文クリティークの視点
事前学修：授業で取り上げる学修内容 について、看護学研究法での学修内容や関連文献をもとに
復習する
事後学修：討議内容を参考に自己の学修課題を整理しておく
備考 :　髙栁

11 授業内容
授業形態 : プレゼンテーション・討議
学修課題 : 成人看護学における研究論文の批判的検討2
学修内容 : 質的研究論文のクリティーク
事前学修：関心テーマの質的研究論文を1編選び、クリティークをプレゼンテーションできるよう
準備しておく
事後学修：討議内容を参考に自己の学修課題を整理しておく
備考 :　髙栁　小林

12 授業内容
学修課題 : 成人看護学における研究論文の批判的検討3
学修内容 : 量的研究論文のクリティーク
関心テーマの量的研究論文を1編選び、クリティークをプレゼンテーションできるよう準備してお
く
事後学修：討議内容を参考に自己の学修課題を整理しておく
備考 :　髙栁　小林

13 授業内容
学修課題 : 関心テーマにおける研究の動向と今後の課題1
学修内容 : 関心テーマにおける研究の動向
事前学修：授業で取り上げる学修内容 について調べて、プレゼンテーションできるようまとめて
おく
事後学修：討議内容を参考に自己の学修課題を整理しておく
備考 :　髙栁　小林

14 授業内容
学修課題 : 関心テーマにおける研究の動向と今後の課題2
学修内容 : 関心テーマにおける研究の動向をふまえた今後必要となる研究の方向性
事前学修：授業で取り上げる学修内容 について調べて、プレゼンテーションできるようまとめて
おく
事後学修：討議内容を参考に自己の学修課題を整理しておく
備考 :　髙栁　小林

15 授業内容
授業形態 : プレゼンテーション・討議
学修課題 : 学習のまとめ
学修内容 : 研究テーマの絞り込みと研究的意義、研究計画立案に向けた今後の課題
事前学修：本科目の到達目標の到達度自己評価を行うとともに、学修内容 について調べて、プレ
ゼンテーションできるようまとめておく
事後学修：討議内容を参考に自己の学修課題を整理しておく
備考 :　髙栁　小林



授業形態 : プレゼンテーション・討議
学修課題 : 学習のまとめ
学修内容 : 研究テーマの絞り込みと研究的意義、研究計画立案に向けた今後の課題
事前学修：本科目の到達目標の到達度自己評価を行うとともに、学修内容 について調べて、プレ
ゼンテーションできるようまとめておく
事後学修：討議内容を参考に自己の学修課題を整理しておく
備考 :　髙栁　小林

事前・事後学習

評価方法、評価基
準

到達目標1～3について、プレゼンテーション50％、討議内容50％により評価する。

テキスト 最新の文献を使用するため、現時点では指定せず、授業時に案内する。

参考図書・資料等 適宜、指示する

受講、課題、資料
配布等のルール

初回開講時に説明する。

教員からのメッ
セージ

プレゼンテーションと討議を中心に進めていきますので、主体的な参加を期待します。

オフィスアワー 在室時、可能な限り対応(事前にメール等での予約が確実)


